
 

 
 

第２章 いつでもどこでも安心な医療の提供 
 
 
 

第１節 がん 

 

 

 

 

１ 宮城県のがんの現状 

 宮城県で 間約６ 人の県民ががんで な い がん に 患 が

が 化が進 こと と がんに 患 人 がんが で 人

とも い ものと い  

 がんに 数 全体の約３ の第１位とな 全 と

で 人口１ 対 整 とも全 も い とな い 圏域 に

と 圏域 県の 地域 が ２  

 

５ ２ １ １ 宮城県のがん 連の統計 

 宮城県 全    

生 患者数 29000  1626000  26 患者 生  

人口  1.2  1.3  
人口 計 26 2014 10 1 日現在

統計  

生 に 間 者数 6663  372986  28 人口 生  

に  28.4  28.5  28 人口 生  

生 の 整  

人口10 対  

 160.5 

  84.5 

  165.3 

    87.7 

29 人口 統計 生   
 

生 間 患数 15694  862452  

宮城県のがん 23 集計 県 健  

地域がん 全 計 2013 がん

 

 

 位 に たがんの 患数 が 大 の に 数 の で の

患数 大 の で 数 の で  

 

 

 

目 き 向  

 がんに 整 の 目 につい の 発 健康 期発 ・ 期 療

促 た の県民が い 体制の などに取 組  

 人に 化 たがん医療の 現 目 がん医療の質の向 と のがんの に たが

ん医療の ん化・集約化と ながん医療体制の に取 組  

 がん患者が た地域 で な支援 受け ことができ 目 者等が連携

な医療・ の提供 支援等の体制 に取 組  

現状と  
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５ ２ １ ２ 位 に たがんの 患と の状況 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

 患 

  大     

  大    宮 

計  大     

  

      

      

計      

患 宮城県のがん 23 集計 県 健 ２8 人口 統計 生  

大 がん がんと がん たもの 

 

５ ２ １ ３ がんの 患の 次  

  
37  40  43  48  53  58  63  5  10  １５  ２  

39  42  47  52  57  62  4  9  14  １９  ２３  

計 7616 8497 14454 18053 23065 29428 36747 44548 54776 67664 59634 

１ 患数 2539 2833 2891 3611 4613 5885 7349 8909 10956 13532 14909 

 4034 4319 7790 9845 12753 16552 21161 26096 32038 40406 34679 

１ 患数 1345 1440 1558 1969 2551 3310 4232 5219 6408 8081 8670 

 3582 4178 6664 8208 10312 12876 15586 18452 22738 27258 24955 

１ 患数 1194 1393 1333 1642 2062 2575 3117 3690 4548 5451 6239 

宮城県のがん 宮城県 生  

が ２３ ２ １１ で た ２ ２ ８ ２３ ２ １１ ４ 間の とな い  

２３ ２ １１ の に た の と 集計 たものが

など の制約が生 との な が 難で  

 

 化 の に い がんの 患数 数も い が 整 とも

向に  

 

５ ２ １ ４ がん 数・ 整 人口１ 対  

2,905 3,186
3,531 3,744 3,898 3,930

1,844 2,073 2,359
2,627 2,680

2,733

4,749
5,259

5,890 6,371 6,578
6,663

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

7 12 17 22 27 28

男 女

    

226.4 208.9
194.1

177.1
160.5

108.7 102.7 97.3 90.3
84.5

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

7 12 17 22 27

男 女

 

人口 統計 生  

 

 がんの 整 向で い が に い た に がんに

県民 ら ことが で のた の施策 い ことが で  

 がんの で と 人期の 事・ の状況 と に い 者の が 

２４ ３ ２８ 県民健康・ と全 の１８ ３ ２８ 民健康・

人  人  
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な い た 人期の 事・ につい ２８ 民健康・ に

と 取 全 １ 位 で ものの 取 全

１ 位 とな い  

 がん の受 向で ものの 目標の７ に い ん  

 

５ ２ １ ５ がん 受  

   

がん 55.6 61.2 

がん 68.5 74.1 

大 がん 52.0 59.9 

宮がん 53.2 51.5 

がん 56.4 59.6 

県民健康・ 県 健  

 

２ 医療提供体制の現状と  

１ がんの 療 
 がん医療の ん化のた がん 療連携 病院 １ 病院 が 定 い 宮城県

で 県 病院と 宮城県 がん と東 大 病院が 定 地域 病院と

県 中 病院 東 災病院 医療 大 民病院 病院の 5 病院が 定

い  
 小児がんの 療 東 の小児がん 病院 ２と 東 大 病院が 定 い  
 病院で がん 療 統 療 設置 など 各 療科と連携 た 療体制の

療 療 療 等 に組 た集 療 の提供 がん患者の病

に た な 療・ の に き た  
 標準 療の 施 支援の提供等 病院に ら い 取組の中に 施設間で が と

の が  
 がん 等の患者 の状況に たがん医療 支援がな いないこと がん

難 がん 小児がん 期 と 人 とい のがん

への対策が で こと 医療等の たな 療 等 進 い が ことなどが たな

と にな た  

 

５ ２ １ ６ がん 療連携 病院等 

県がん 療連携 病院 
宮城県 がん  

東 大 病院 

地域がん 療連携 病院 

県 中 病院 

東 災病院 

医療  

大 民病院 

病院 

小児がん 病院 東 大 病院 

 

１ がん 療連携 病院 

がん 療連携 病院の整備に に基 き 県 事が 生 大 が 定 病院 全 どこに んでい も質の

い医療 提供でき 体制 進 こと 目 と 県がん 療連携 病院と地域がん 療連携 病院の２つが

 

２ 小児がん 病院 

小児がん 病院の整備に に基 き 生 大 が 定 病院 定 の医療 の集約化 た 地域 も

の間 全 に１５ 整備  
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２ がん医療に携 な医療従事者 

 がんの 療 がんの 進 に 科 療が い ことも 科 療が

い ことも た 人の患者に対 も の 数の 療 が とな も

科 療 に 科 療 た 科 療と に 療 ことも 各分

の が連携 療に た 集 療 らに 医 の医療従事者も連携 患者の 療

に た 医療が ら い  

 のた 各 医の連携 らに に 医療従事者 ことが で 東

大 で 科 など がん 療に に 組 等

設置 い か 大 県 医科大 大 病院等と連携 東 がん

進 1 で の医 等 た た 宮城県がん

療連携 がん 療連携 とい で 地域 病院の医 等

対 と た 施 い  

３ ２ 

 がんと た から 患者 が 体 な 精神心理 な 担な

どの に対 かつ な が がん 療と 目な 施 ことが

で  

 な の提供体制の整備と質の向 につい ２７ ２ １５ でに

が２ の 県 病院に整備 全 の 病院に い の 体制

など 療体制が整備 た  

 た 病 医療機 県 で４ 病床 ７９床整備 い  

 に患者と の に提供 た の質につい 施設間で が 体 精神心

理 ・ の が 分に いないがん患者が３ ４ どい との が  

 医療 への 期とい た など がん医療に携 医 の の

に対 県民の に対 い理 周 が進んでいないことが の周

提供体制 ことが で  

４ 在宅医療 

 がん患者が在宅 施設での療 でき に 在宅 た在宅医療・ の提供体制の

ことが で  

 在宅療 支援 療 ・病院 中心に歯科 療 事 な

ど在宅療 支 機 の 化が進 県 のがん患者の在宅 取 ５ 間で 

１２ ８２ H２2 ２ １ から１７ １３ H２７ ２ １５ へ に い  

 院医療機 在宅療 患者に に 目な 在宅医療・ へ でき

に対 ことが で 在宅医療 担 医療・ 従事者 がん患者への医療・

につい き かな と ことが で  

１ 東 がん 進  

本事 療 療 化 療 の のがん医療に携 がん 医療人 大 の取組 支援 こと 目 と た

科 の がん 基 進 のもとで ２４ ２ １２ に 定 い  

２ WHO の定 ２ ２

と 生 か 疾患に に い 患者と の に対 疾患の 期 体 心理

な な・ の に き んと た い が 害とならない に た 対 た ことで

・ ・ 生 の質 生 の質 た の で
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５ がん  

 がん 事 に がんの 患数 患 生 療 の など がん対策の基 とな

ことができ 科 に基 いたがん対策 質の いがん医療 施 た 県民 患

者への 提供 がんに対 理 た に の制 で  

 宮城県で 県 県医 東 大 宮城県対がん の 体制のもと 全 にも い精 のが

ん 事 施 にも い い  

 ２８ ２ １６ １ がん 等の 進に に基 全 がん が 病

院等で たがんの 進 等の が 病院等から 県 に管理 こ

ととな た  

  がん の精 向 のた に 院 がん 全 がん に 人 き たが

も がん 者に対 等の な人 が で  
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５ ２ １ ７ がん 療連携 病院等・ 病 ・病床 医療機  

がんの医療機能の現況 

施設基準の 受理状況 29 2017 10 1日現在 東 生  

県 健 29 2017 12 現在  
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５ ２ １ ８ 化 療 施 い 医療機  

施設基準の 受理状況 29 2017 9 1日現在 東 生  
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３ ２ １８ ３ に 定 た第 3 期宮城県がん対策 進計画に基 き がん医療体制の整備等 進

  

１ 科 に基 がんの ・がん の  

１ がんの１次  

 受 につい  

 な ・ 体と連携 が 健康への に 向 のた の 発

進  

 に け 受 の機 た の 発 産 者の な た

の 発 進  

 宮城県受 の 発 受 施設 制 の

などに け 受 のない 進  

 の の生 につい  

 ２１健康 宮城県 進 に い 進 取 の

取 の 者の の 生 病の い 者の の 等

の ・ 生 の 数 など 体 の に 産 連携で 進

健民 と に取 組  

  感染症対策につい  

  につい 宮 がん の の在 の 向

に とともに き き 宮 がん につい も につ

い 体制の など の 期発 ・ 期 療につな ことに がんの発

症 に 血病 １ -１ につい 感染 対策等に き き

取 組 ・ につい の につい の 等 いき  

２ がんの 期発 がん ２次  

 機 医 等の 機 と連携 の受 ・ 受 体制の整備など

・ な 策 施 いき  

 科 の がん の精 向 た 機 医 と連携 ながら がん

に 事 施 いき  

 き き がん 発とがん の受 向 に向けた 定 に基 き と連携 がん

につい の 発 進  

2 患者本位のがん医療の 現 

１ がん 医療 
 がん 医療の 進とともに がん の取 い がん 医療に 県民の理 促

進 た 発に とともに 安心 医療に でき の整備 進

 

２ がんの 療 療 療 科 療 支 療 の と

医療の 進 

 標準 な 療 療 療 等の提供体制 がん 支援 の整備 院

がん 1 施等の ん化が な取組に 病院 中心と た取組

進  

 病院 中心に き き 医療安全の のた の取組 進  

１ Cancer Board  

がん患者の状 に た な 療 提供 こと 目 と 医療機 で 療科 で が のこと い

い  

施策の 向 
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 療 がん 療の の つと た 療 に こと 宮城県

等に がん 療に携 医 等に対 発 進  

 病院 療 安全に提供 た に 療 に に 院

な の 設け ことと 療 に携 院 の全 の医療従事者に対 な の 管

理 対策等の 療 に 発等 い  

 療 受け 患者の の管理 状況 の 等の 管理 い

・ 症の 等 患者の な 生 の質 の向 た 病院と かか つけ

機能 地域の医療機 等との連携体制 進

 県 がん 療連携 と連携 県民が な ことができ 療 に

い の 発 い  

 がん 療に ・ 症・ 症 患者の生 の質 向 た 病

院 中心に支 療 に 療 に準 た支 療 の に取 組  

 病院 の 連携につい 療科の に の の 化 患者

が と 連携体制がとら の整備 進  

３ がんの  

 病院 中心に がん患者の 復 とい も がんの の

体制整備の 進  

４ がん 難 がん対策 のがんの に た対策  

 病院 小児がん 病院 中心に 医療 進 療 療 療 科

に基 いた 療  

５ 小児がん のがん 者のがん対策 

 小児がんについ  

 小児がん 病院で 東 大 病院 中心に 小児がん等の な 生 の向 目 安全

で な質の い病理 がん 医療の 等 ・ 療等 小児がん医療の提供体制の整

備 進  

 地域の連携病院 地域の医療機 等との の に 在宅医療 た 療体制の

進  

 のがんについ  

 の 向 な 療体制の整備 な に た 提供 支援・ 支援 施

でき 体制の整備 進  

 療に 生 機能等への 等 に た につい 療 の な 提供の 施

に な生 医療 と 施設への 体制の整備 進  

 者のがんについ  

 の 向 病院 中心に 者の 疾患に 療科との連携 化 医療

体制の整備 など 者の 療体制の整備 進  

６ 病理  

 病院 中心に 安全で な質の い病理 提供 た 体 等と

病理 等 かつ な病理 提供 体制の 化 進  

７ がん  

 な 精 の向 とともに がん 療連携 と連携 がん 者の 進  

 県民のがんに対 理 の促進 患者 の に 医療機 の に がん 小児

がんの がんに に提供 た 県民が でき に 機 と連携

発 進  
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３ 安心 ら の  

１ がんと た からの の 進 
 病院に い の提供体制の整備・ からの の

施 定期 な ことに な対 進  
 病院 中心と たがん 療に携 医療機 に い の院

機能等 化 医療従事者からの な きかけ 進  
 病院 病院 の医療機 対 と の受 状況 こと に受

こと 基本 な でき 人 の に取 組  
 患者と の が つら 感 ことな ことが た

体と連携 者等に対 い の 発 い  
 医療 に な 発 とともに 医療 等の 進  

２ 療 期からの 支援 提供の体制  

 支援 提供 支援  

 療の 期から支援 受けら に 患者 へがん 支援 等 がん 支

援 の 促進  

 がん 療連携 中心に 支援の質の担 と の とともに 病院 のがん

口につい も に 機能の と 対 の質の向  

 患者 等の  

 がん 療連携 と連携 患者 の た がん患者・

の 支援 患者 支援  

 ・ につい が た とともに に

の 病院に け ・ との連携 体制の 進  

３ 連携に基 がん対策・がん患者支援 

 病院と地域との連携につい  

 の 促進 た 患者 への 発 進 いつ

でも に受けら 体制 進  

 がん 療連携 と連携 地域連携 の な に 目のないがん医療

の提供の 進  

 病院等 につい 定期 に 設け 急 の受 体制 地域での 難事 への

対 につい こと等に 地域に け 患者支援の  

 在宅 につい  

 病院と在宅 支 医療機 等の連携に 在宅での療 生 がん患者が安心 在宅医療

でき な医療提供体制 整備 た 病院等 き き 地域の医 歯科医

等と 在宅療 支援 療 ・病院 歯科医院 等の医療・

従事者 対 と た 取 の 等 施  

 がん患者の病 ・療 の に た医療 に に対 目のない医療・ の提供と の

質の向 た 病院と在宅医療 機 との連携体制の整備など 地域の に た在宅医療・

との連携体制の 進  

４ がん患者等の た な 支援  

 支援につい  

 病院に い 患者が 療の 期から支援 受けら に がん 支援 の 促

の 向 医等 ・産 医 支援 に 患者への

体制 １の 進  

１ 体制 

病 の 療と 事の に 組 整 た 医 ・産 医と 患者に 支援

に で患者 体制のこと いい  
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 がん患者・ 者に対 支援 進 た 地域に け 支援の 者等で 宮城県

地域 支援 進 に 連携 た取組の 進  

 の な につい  

 がん 療に の 化 害 等 等に 支援 提供の

体制が 分で ないことから がん患者・ 者の生 の質 向 に向け の に向けた

施策  

５ に たがん対策 

 小児・ につい  

 小児がん 病院 小 と んた 1 中心と 小児・ のがん患者の 期

につい 期 症への対 ・ ・ ・ ・心理 に 支援

に 人 療科と連携 た 目のない支援の体制整備 進  

 医療従事者と 者との連携 化 の 向 等 に け など 療

中に い も な 受け ことができ 整備 い 復 ・ 支援等 療 中の生

等に対 な支援 の の  

 小児がんに い 発 ことに 小児がん患者と が 療中の なら 療 も安

心 ら い た 現 域等に け 発  

 者につい  

 のがん患者 支援 た 医療機 ・ 施設等の医 医療従事者 従事者が連携 患者

と の の 定に た で 患者の療 生 支 た の体制整備 進  

４ こ ら 支 基 の整備 

１ がん  

 病院と 床 中 病院 ２で 東 大 病院等の連携 化 がん患者に対 床

た 療 提供でき 体制 整備  

２ 人  

 東 大 に け がん 療に に 組 等 の 東 大 が き き

２９ 東 次 がん に がん医療 と 医療従事者の

とともに 医療 がん 難 がんへの対 小児・ 者とい た

に たがん対策に対 でき 医療従事者等の 進  

３ がん がんに の 発 

 医 患者 体等と 医 がん医療に携 医 がん患者・ 者等の

ながら がん の 進  

 に がんの でき こと 期発 が 能ながんも こと等の 発 進 が

ん 期発 につなが の 促 とともに 分 な人ががんに 患 も

理 向き ことができ 支援  

１ 小 と んた  

小児 定疾病 た児 の の 日 生 での 安などに対 口 小児 定疾病児 等 支援事 に

宮城県と が で東 大 病院へ い もので  

２ 床 中 病院 

医療 位置 けら た 日本発の 医 ・医療機 の 発などに とな 質の い 床 進 た 準の 床

医 の中心 な 担 病院  
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５ ２ １ ９ がんの医療体制 

療 化 療 に組 た集 療の 施
期 からの に な
体 症 精神心理 の対 た全人 な など

らに がん 療連携 病院と 院 がん 支援体制 地域連携支援 など

がんの医療体制

・ 院・ 院 の連携

ながん 療

・ 症 発・ 発 の連携

精 定 等の 施
療 に準 た 療
期 からの

療 の
等 体症状の 精神心理 の対 など

生 の での療 の支援
管理に い 医療 の

提供 の 施 など

標準 ながん 療 在宅療 支援

在宅療 支援

在宅等での生

の向 等に向
けた口 の 施

院・在宅療
での各がん 療機
と歯科の連携に
口 の 施

発

がん発症
受 の向

医
療
機
能

間の

がん 療

 標 現 況 2023    

受 の機 者の  

家庭（毎日）  17.8% 

職場（毎日・時々）    37.6% 

飲食店（毎日・時々）  40.4% 

家庭（毎日） 0% 

職場（毎日・時々） 0% 

飲食店（毎日・時々）（今後設定）

28 県民健

康・ 県

健  

がん 受  

胃がん  61.2% 

肺がん  74.1% 

大腸がん  59.9% 

子宮頸がん  51.5% 

乳がん  59.9% 

70%以上 

28 県民健

康・ 県

健  

生 の 整  

75 人口10 対  
 0.86 3.77

がん

 

がんについ  

がん なんらかの で の が発生 な ががん 化 に 周 の

な組 らに 血管 管などに た に の 制 な に

生 病 で  

の 等 な 発がん に き こ

ことが分か い  

た がん 基本 に全 の に発生 発生 組 に 発生 症状

療 が な  

数 目標 
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第２節 脳卒中 

 

 

 

 

 

１ 宮城県の脳卒中の現状 

 宮城県で 間２ ４ 人の県民が脳卒中に 患 い が の約８ が脳梗塞で 脳 血

も 血など の 脳血管疾患 約２ とな い た 間約２ ３ 人が脳血管疾患で

の約１ い  
 

５ ２ ２ １ 宮城県の脳卒中 連の統計 

  宮城県 全    

者・ 備

 
29.3% 26.2% 

定健康 ・ 定 健 の 施状況に

27 2015

生  

脳血管疾患の 患者数 

人口  

24000  

（1.0 ） 

1179000  

（0.9 ） 

26 患者 生

人口 計 26 2014 10 1

日現在 統計 から  

脳血管疾患に 間 者数 

全 に  

2312  

（9.9 %） 

109320  

（8.4 %） 
28 人口 統計 生  

脳血管疾患の 整  

人口１ 対  

 44.1  38.4 27 人口 統計 生

27 統計

から  
 24.2  21.3 

 

 ２６ 宮城県県民健康 に と １ 間に健 受けたことの 者の

７３.７ ６７.１ で ２２ ２ １ と と ともに

いとな い 血 疾患の 院・ の受療 １ 人 た ５９２人で 全

の５３３人 大き 血 患者が いことが ２６ 患者 生

 

 ２７ 定健 に と 本県に け 症 の

者 ９６ ４８２人で 1７ 2 で 全 ２位 備 の 者 ６７ ８９８人

で 1２ 1 で 全 13 位とな い 者 た 2９ 3 で

県の 3２ 1 県の 2９ 6%に次いで全 3 位とな 脳卒中などの

生 病の発症者が ことが 念  

 医療圏 の 整 と 医療圏 医療圏と大 ・ 医療圏 ・

・ 医療圏とで の脳血管疾患 整 に大きな きが ら  

 

 

現状と  

目 き 向  

 脳卒中に 整 の 目 者等の に 健康

発症 に取 組 た 発症 病院 救 急に な救急 療 施 体

制の 進  

 脳卒中に 患 た患者の生 の質 の向 目 急 期・ 復期・ 期医療の

な連携 進 た 発 人 の に  
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５ ２ ２ ２  脳血管疾患に 医療圏 整 人口１ 対 ２７ ２ １５  

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

仙南医療圏 仙台医療圏 大崎・栗原
医療圏

石巻・登米・
気仙沼医療圏

男性

女性

 
２７ 統計 ２７ 生統計 県 健  

 

２ 医療提供体制の現状と  

１ 病院 救  
 脳血管疾患に 救急 た患者 ２６ ２ １４ に い 県全体で４ ４ 人で た

脳卒中 た救急全体で救急 から病院 での 間 宮城県 で４２ ５分で 全

の３９ ４分と 県 で 全 ８ 目の で た ２７ ２ １５  
 患者の での 間 受 病院 定 での 間が が 発症から でに 間が

かか 理 と 発症 患者の が 受 きかど か でき な

ど 病院 定 でに 数の病院に受 の が とい 大きな つの が と ら

発症から救急 での 間 こと に 定 ことが で  
 患者の大病院 向も 本 次救急 病院に 症症 が 事 も発生

県民向けの 発も で た 化に 救急受 が な脳卒中患者 こ

とが  
 

２ 急 期の 療 
 急 期脳梗塞 療の で t-PA 1 施 能な施設 脳卒中 療に携 神 科・脳神

科医も 医療圏に集中 急 期脳卒中医療体制 医療圏 との地域 が大きいことが分か

に 医療圏 大 ・ 医療圏に い t-PA 施 能な施設が ない 向に

 
 脳梗塞に対 t-PA に 脳血 療 の 患者への 施 数 人口１ 人 た １ ９

とな い が 次医療圏 の 施 数 医療圏１４ ５ 医療圏１ ４ 大 ・

医療圏の５ ３ ・ ・ 医療圏１５ ２ と が  

 t-PA でき な脳卒中 施設の数 脳卒中 と 能 が た 発症

から病院 での 間 に 民の 発 救急 の理 も で  

生 発病 症の につい でき に 期から急 期

が 施 ことも  

 た 急 期脳梗塞患者に対 血管 療の科 が と 発症 ８

間 の脳梗塞患者が対 とな 血管 療に 血 が 能な施設も た連携が ら

い  

 

1 療  

脳梗塞急 期 療 で 脳梗塞に い 血管 塞の とな た血 P から 塞血管

療 のことで  
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５ ２ ２ ３ 脳卒中の 病 た に準 た 病 医療機 等 

 病院数 

病 等  

 

医療機 数 

神 科 

医 数 

脳神 科 

医 数 

脳血管疾患等  

 

医療機  

脳血管疾患等  

 

医療機  

医療圏 

 
 4 2 4 51 0 31

医療圏 

 
 41 92 88 131 21 87

大 ・ 医療

圏 
 6 3 01 21 2 62

・ ・

医療圏 
 3 5 9 71 5 22

県計 

 
 72 93 111 571 91 931

２８ 医療施設 生 ２８ 宮城県医療機能 県 健 ２８ 医 ・歯科医 ・

生 施設基準の 受理状況 29 2017 9 １日現在 東 生  

 

３ 急 期・ 復期  

 脳血管 害の 能な医療機 県 で９７施設 ８３ 床施設 脳

卒中患者に対 施 数 間 で２２ ７３２ に た

復期 で 脳血管疾患 け い 医療機 ４医療

圏全 に 在 が の 医療圏に集中 い 復期 地域に た体制で

が 地域 が とな い 復 が 能な施設 医療圏

とに な数 整備 が  

 急 期と 復期と の つに脳卒中地域連携 が ２７ 

２ １５ の 施 数 ５３ が 施の地域も な 促進が で  

 の 症等のた 急 期 の 担 医療機 への 院 院ができない が が

な 院 た この な患者 受 医療機 ・ 施設等と急 期 担 医療機

の連携が ら い  

 在宅療 で 機能 の が とともに 生 に な も

在宅 た 期の整備が とな 発に備 等の周

にい への も大 にな  

 

４ 期の  

 脳卒中 期患者に対 療 ３ 施設が 施 い 本県の脳血管疾患患者の在宅

２８ ６ ２７ ２ １５ で 全 で５ 目に い にな い 在

宅医療 らに い が  

 

５ 医療連携 

 基 疾患 病期間の い脳卒中患者に かか つけ医 で な連携

ことが で  

 ２３ ２ １１ から 脳卒中地域連携 が い 現在１９病院が

い 患者数の 計も９ ６１人とな の １ １ ２人の 院に い

２９ ２ １７ ７ 現在  
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県 中 病院

東 大 病院

医療

病院

病院

病院

中 病院

東脳神 科病院

東 災病院

東 医科 科大 病院

病院

東 病院

宮城病院

大 民病院

病院

病院

病院

病院

病院

病院

病院

J 病院

民病院

病院

病院

病院

民健康 病院

病院

病院

病院

病院

病院

大 民病院 分院

病院

科 病院

中 病院

病院

東 病院

き脳神 科

t-PA

t-PA 療

t-PA

仙 南 1 1 0

仙 台 9 9 4

大崎・栗原 1 1 1

石巻・登米・気仙沼 3 3 0

病院

理 病院

大 念病院

・・・血 が 能

中 病院

 

５ ２ ２ ４ PA 施 能な施設等 ２２施設 か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県救急 施基準 29 12 県  

基に県 健 に い                  

脳卒中の医療機能の現況 
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病院

病院

病院

病院

病院

病院

病院

病院

病院

大 念病院

病院

病院

東 病院

民病院

病院

中 病院

病院

病院

大 民病院

大 民病院 分院

病院

病院

県 中 病院

ここ 病院

病院

病院

病院

民健康 病院

東 災病院

科 病院

病院

病院
療

中 病院

宮城県 こども病院

東 医科 科大 病院

中 病院

病院

東脳神 科病院

病院

東 医科 科大 病院

整 科病院

病院

病院

・ 病院

病院

病院

病院

病院

整 科病院

病院

医療

宮城病院

東 大 病院

脳血管疾患等 医療機

脳血管疾患等 医療機

病院

か病院

病院

病院病院

健 病院

東 病院

理 病院

・ 病院

の

５ ２ ２ ５ 脳血管疾患等 ,  １ 医療機   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設基準の 受理状況 29 9 1日現在 東 生  

 

 

１ 脳血管疾患等 ・  

脳血管疾患等 施 に た の 療 の施設基準で 人 ・ 等に ・ に 分 い
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こ で た現状 に の が で  

 

１ 脳卒中の  

 ２１健康 と連携 ・ 生 体 ・ た こ対策 に取 組 分 と

者等の に 健康 発症 に取 組  
 脳卒中の 大の危 血 で 発症の に 血 の が で ことから

県民が 等の生 の 等に取 組 い 整備 進 た 健民

と 医療 体 医療 者 機 等が連携 た全 への 目

のない健康 の支援体制 整備  
 

２ 発症 の かな 体制 

 本人 等周 にい 者が 発症 かに救急 の ことができ 医療機 の

脳卒中の症状 期受 の 等に 県民への 発 に いき  
 救急 連 から脳卒中 病院 での 間が に 療が に ２３ 

２ １１ ６ に策定 た 救急 施基準 に基 い に が 定 の

に  
 

３ かな急 期 療と 期 療 での な連携体制の  

 脳卒中急 期医療 た に 地域の医療機 が連携 脳卒中が 患者が きた

に２４ 間体制で 血 画 に 急 期 療が 施 体制の整備 目  

 人でも の患者の が救 在宅に復 でき 急 期から 復期 期 患者

の状 に 発・ 症 た た医療が提供でき 体制の

が このた 地域連携 の 等 患者 の に基 施設間連携

促進 病期 た な連携 目  

 期医療に い 療の か 在宅医療 など 日 生 と た

医療とな との な連携 と ながら 患者の生 全 支 体制が とな  

 脳卒中地域連携 らに急 期から 復期・ 期への な が 能と

な 医療 の 促進  

 脳卒中患者の口 機能 と のた 医科歯科連携に 口 の の 進   

患者の な 生 の質 の向 に  

 に い 管理 の管理 状況 の 等 い 患者の

向 医療機 に対 の などに 連携 化 発症

発 進  

 

４ 人  

 な急 期 療 復期に け 期の た地域で在宅医療

・脳卒中 が に に 脳卒中の各 療 に携 人 機 の

いき  
 

 

 

 

施策の 向 
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５ ２ ２ ６  

医療施設連携に な受

・ 等の
口 機能に

歯 科

病 に た 療 t-PA 者
への 院 １ 間 の
療 など
急 期からの

施

脳卒中の医療体制

院 連携

救 急 医 療

期患者の受

脳卒中の発症
・健康 生 の
・基 疾患の 療
・口 疾患 歯周病・ 歯
対策 口 疾患が脳卒中の危

とな との も

発症

医
療

間の

復期の
施

発 療 基 疾患
・危 の管理

体機能 復

期の
施

在宅等への復
日 生 支援

日 生 への復 の
た の

在宅療 支援

者に対 取

生 の に け
療 支援

院 連携

在宅等での生

在宅復 の 難な患者 受け
医療機 ・ 施設

人 等
な の

院・ ・ 院 在宅療 支援

院・ 院 連携

県 の に 連携

 
 

 

 

  標 現  況 ２ ２３      

者 備 の 定

健 の対 者の

20 対  

17.52% 25  

定健康 ・ 定 健 の 施状況

に 27 2015

生 20 民基本

人口 から  

脳血管疾患に 整

人口10 対  

 44.1 

 24.2 

 37.1 

 22.2 

27 人口 統計 生

27

統計 から  

在宅等生 の に復 た患

者の  
60.0% 66% 26 患者 生  

 

 

 

 

 

 

 

数 目標 
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脳卒中につい  

 

血 梗塞 

 

化 化 に 血管の が な

こに血 ができ 脳血管が もの  

症状 感 害 害 害など  

梗塞 

 

脳の い血管が に 血 に 化 もの  

症状と んが の つが

らないことなど  

心 脳梗塞 症 

 

心 などにできた血 が 脳血管 で 脳血管が もの  

症状  

症状 急に ら に 危 い  

脳 血 

 

脳の い血管が 血 もの  

症状 など  

も 血 

 

脳 が も 脳の に 血 もの  

症状 心 など  
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５-２-３-１ 急 心筋梗塞 発症 の 化 人口１ 対  

宮城県心筋梗塞  

宮城県心筋梗塞  

P<0.05:*
 

P<0.05:*
 

第３節 心筋梗塞等の心血管疾患 

 

 
 

 

１ 宮城県の心筋梗塞等の心血管疾患の現状 

１ 急 心筋梗塞 

 宮城県心筋梗塞 1 に と 宮城県に け 急 心筋梗塞の発症 ６  

１９８５ に 人口１ 人 た 2 4 人の発症 で たが ２６ ２ １４ に  

4７ 9 人と２ ３ に た ５ ２ ３ １  

 

      
 た 者の発症が 向とな い で ５９ の い での発症が ともに

向とな い ５ ２ ３ ２  

 

５-２-３-２ 急 心筋梗塞発症 の 化 

 

    
１ 宮城県心筋梗塞 宮城県の 療施設４３病院が 県 で発症 急 心筋梗塞症 の 全 １９７９ の発 から３８ の 期間に

た い 日本 床 で こ で 計で約３ １ 症 が い  

目 き 向  

 心筋梗塞等に 整 の 目 者等の に 健

康 発症 に取 組 た 発症 病院 救 急に な救急 療 施

体制の 進  

 心筋梗塞等に 患 た患者の生 の質 の向 目 急 期・ 復期・ 期医療の

な連携 進  

現状と  
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５-２-３-3 心筋梗塞患者の院 の 化 人口１ 対  

 

宮城県心筋梗塞  

 ２７ 定健 に と 本県に け 症 の

者 ９６ ４８２人で １７ ２ で 全 ２位 備 の 者 ６７ ８９８人

で １２ １ で 全 13位とな い 者 た ２９ ３ で

県の３２ １ 県の２９ ６%に次いで全 3位とな 心筋梗塞など

の生 病の発症者が ことが 念   

 宮城県で 急 心筋梗塞の発症 が で 急 期 ３ 日 の院

５４ １９７９ の２ %から ２ ２ ８ の８%と に た   

 院 が た と 救急医療体制が整備 救急 の が約４ %から約７ % で

たことと ・ １など た

２に 血 が約８６%の症 で施 い ことが ら  

 とこ が 者に い 急 期の の施 が い で 症 も

の約10 間の急 期 いの 向に ５ ２ ３ ３  

 

 
 

２ 大  

 大 大 の な医療 受け い 患者数 全 で約４ ２ 人と 計

た 間約１ ８ 人が大 大 と 数全体の１ ４

位の第９位で 宮城県で 大 で 間３６１人が 全体の１ ５

の 全 も な い 急 大 が 良な疾患

で 発症 の １ 間 に１ ２ つ とい い のた 急 大

の のた に な と 療が で    

 

３ 心 全 

 心 全の な医療 受け い 患者数 全 で約３ 人と 計 の 約７ が７５

の 者で た 心 全に 数 心疾患 数全体の約３７ １ 約７ ４ 人で 宮

城県で 心 全の患者数 ７ 人と 計 間１ ２２８人が 全体の５ ２

心 全 心疾患 位の 2 位とな い 心 全患者 心 全 に

院 ながら 体機能が 化 ことが で とともに 患 が な 疾患でも

ことから 化の進 に い の患者数 が い  

 

１ ・ と の い 分に と ことで

が た き取 ことに の 療 で から

が ものも  

２ と の血管から に 療 療 で  
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５ ２ 3 4 心筋梗塞等の心血管疾患に 連 統計 

  宮城県 全    

者・ 備  
29.3% 26.2% 

定健康 ・ 定 健 の 施状況に

27 2015 生

 

心疾患 患者数 血 のも

の  

53000  

（2.3 %） 

1729000  

（1.4 %） 

26 患者 生 人口

計 26 2014 10 1日現在

統計 から  

急 心筋梗塞 患者数 

人口  

1000   

（0.04%） 

33000  

（0.03%） 

心 全 患者数 

人口  

7000  

（0.3%） 

302000  

（2.4%） 

大 患者数 

人口  

1000  

（0.04%） 

42000  

（0.03%） 

心疾患に 間 者数 

全 に  

3662  

（15.6 %） 

198006  

（15.1 %） 

28 人口 統計 生  

急 心筋梗塞に 間

者数 

511   

（2.2 %） 

35926  

（2.7 %） 

心 全に 間 者

数 

1228  

（5.2%） 

73545  

（5.6%） 

大 に 間

者数 

361  

（1.5 ） 

18145  

（1.4 ） 

心疾患の 整  

人口１ 対  

 66.8 

 31.6 

 66.5 

 34.6 

27 人口 統計 生

27 統計 から  

急 心筋梗塞の 整

  

 11.8 

  5.5 

 16.5 

  6.2 

大 の 整

  

  7.9 

  4.0 

  6.5 

  3.4 

 

２ 医療提供体制の現状と  

１ 病院 救  

 急 心筋梗塞の救 のた に 発症 の救急 な発症現 での心 生

体 等に の 施 の の医療機 での救 置が に連携

施 ことが生 の につなが  

 ２７ ２ １５ に県 で心 機能 病者全 人 の 民に が た

数 ２９ で た に い が も につい らに の県民が受

発が で  

 急 大 科 療が とな が いなど 急 期心血管疾患 科 療

療 科 療等 疾患に に と 療 が な た

対 疾患に た 療が 能な医療機 に 体制の が で  

 

２ 急 期 療 

 医療機 ３ 分 に 科 療など かに疾患に た な 療の が

現在各医療圏に ができ 医療機 が が 心 血管 科の 医療機

医療圏に集中 急 期心血管疾患医療体制 医療圏 との地域 が大きいことが分か  

 

３ 復期・ 期 療 

 復期 に た急 期の 療 期の心 かか つけ医に

基 疾患 危 の管理の 施 発 のた の定期 等に 症 発 体

制の整備が ら  
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 心 全の な 療目標 症の 心 全の 症 等に に設定 が

状況に 心 全に対 療と連携 た も と に心 全患者の大 分

７５ の 心 全患者の管理 心血管疾患 の も た の患者の全体

た で が  

 

４ 連携体制 

 患者 の に基 地域に た疾病管理 いながら ・ た に

な 療・ 体制の が ら  

 た 期 た患者につい に症状 取 が の整備が

で  
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東 大 病院 ３

東 医科 科大 病院 ３

病院

生病院 ３

病

病院

東 科

宮城県 ・ 病 ４

病院

科

病院

医療

病院

東 災病院

１

県 中 病院

大 民病院 ３

病院

病院

病院 １

病院 １

※ 療
※
※ 大
※

中 病院 ２

東 病院 1

東 病院 １

 

５ ２ ３ 5 心筋梗塞 の 疾患の 療が 能な医療機  

疾患と 急 大 塞 症等の の 急 が い疾患  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
救急 施基準 29 12 県  

基に県 健 に い  

心筋梗塞等の心血管疾患の医療機能の現況 
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東 大 病院

東 医科 科大 病院

東 病院

大 民病院

病院

心大血管疾患 医療機

生病院

病

病院

宮城県 ・ 病 １

病院

医療

病院

東 災病院

病院

県 中 病院

病院

中 病院

※

５ ２ ３ 6 心大血管疾患等 施 い 医療機  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施設基準の 受理状況 29 ９ １日現在 東 生  
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１ 心血管疾患の  

 ２１健康 と連携 ・ 生 体 ・ た こ対策 に取 組 分 と

者等の に 健康 発症 に取 組  

 県民が健康 のた の生 の 等に取 組 い 整備 進 た

健民 と 医療 体 医療 者 機 等が連携 た全

への 目のない健康 の支援体制 整備  

 

２ 発症 の かな救 置 施と 体制 

 周 の者に かな救急 AED の た救急 生 等の な 置の

施につい 県民への 発 進  

 機 日本 が 施 急 への県民の受 促進  

 疾患に な 療が 能な医療機 への な 目  

・ 県 の の 救急救 の 基準 に

た な ・ ・救 置と 科 療等が

能な医療機 への 進  

・ 宮城県救急医療 に 受 能医療機 提供  

 

３ かな 療と 療支援 

 医療機 ３ 分 の 療の 目標と 救 の向 目 た 救急医療

対策事 など 地域の医療機 の連携に ２４ 間体制での 療の 施 進

 
 な 急 大 の な 急の 科 療が な疾患に 急の 科 療が 能な医療

機 が ら い た 域 な対 も に つつ の などに かな

療 受けら 体制 目  
 12 心 につい 大 民病院 県 中 病院 に大

域 組 の全救急 に い 東 大 病院 科の 心疾患が

患者の心 から病院へ心 ことで 心疾患の と受け 体制の準備

こと 能と 心疾患患者の救 の向 目  
 

４ 医療機 の機能分担の促進と医療機 間の連携の 進 

 かか つけ医と急 期医療機 との連携に から 急 期 復期 発 で 提供

でき 医療体制の 目  
 急 期医療機 科 対 能な施設 間の ・連携 進 各医療機 の機能分担等に

急 期の心血管疾患 療の ん化 目  
 に 医療 など 地域の医療機 間 間の連携 進

 
 宮城県心筋梗塞対策 の た 急 期から 復期 での医療機 の 促進

 
 症 発の 在宅・ 復 のた の心 の 施が 能な体制 目  
 心 全の患者に対 体制の につい に い 医療機 間の

連携も た 体制の につい の 等 いき  

 

施策の 向 
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5 在宅療 の  

 在宅に い も 急 心筋梗塞の 発 心 全の急 への対 など 在宅医療 担 医療

機 病院 療 など 間 事 などとの ・連携 進

 
 口 疾患が急 心筋梗塞の危 とな が ことから かか つけ医療機 と歯科 療 等と連

携 た口 疾患 歯周病・ 歯 の ・ 療 施  
 に い 管理 の管理 状況 の 等 い 患者の

向 医療機 に対 の などに 連携 化 発症

発 進  

 

５ ２ ３ 7  

医療施設連携に な受

院 ３ 分 の病 に た
療

急 期の心 施
発 の定期 の 施

急 心筋梗塞等の心血管疾患の医療体制

救急医療

復期の心 施
発 療 基 疾患・危 の管理

在宅等への復 支援

発 療
基 疾患・危 の管理
在宅療 の 支援

体機能 復
心

発

院 院 在宅療 支援

在宅復 ・ 復

発
症

心血管疾患の発症
・健康 生 の
・基 疾患の 療
・口 疾患 歯周病・ 歯対策

口 疾患が急 心筋梗塞の危
とな との も

発症

医
療

間の

・ 症 発・ 発 の連携

院 連携
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  標 現  況 ２ ２３      

者 備 の 定

健 の対 者の

20 対  

17.52% 25  

定健康 ・ 定 健 の 施状況

に 27 2015

生 20 民基本

人口 から  

心疾患に 整

人口10 対  

 66.8 

 31.6 

 60.9 

 29.4 
27 人口 統計 生

27 統計

から  
血 心疾患に 整

人口10 対  

 26.2 

  9.7 

 22.6 

  8.7 

 
 

 

 

 

急 心筋梗塞 大 心 全につい  

 

 

 

 

心 血管 に 血 などが急に 塞 た

心筋に血 が かな な 心筋が に 状  

症状 の が１５分 が の など  

 

 

 

大 が に に ( ・ )にな

た状 に き の に 血症状 に

の ・ 塞に 血症状等 な症状  

大 の に 大 に が Stanford A

と 大 に がないStanford B に分  

症状 の 中の が から ・ へと 向きに

など 

Derek Juang et al. Circulation. 2008;118:e507-e510 

 

 

 

 

 

な に 心筋 害に 心 の 機能が 体

た の 血 組 の た 日 生 に 害

生 た状  

症状 難 全 感 尿

など  

数 目標 

 

Stanford A  

Stanford B  
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第４節 糖尿病 

 

 

 

１ 宮城県に け 糖尿病の現状 

 ２６ ２ １４ の患者 に と 糖尿病の 患者数 約 6 2 人 ２ ７ で た

２８ ２ １６ の 数 ２３ ４２８人で たが の 糖尿病に 数 ２２５

人で 全 に １ で た  

 ２７ ２ １５ の糖尿病の 整 ４ ５ １ ８とい も全

い で た  

 ２７ 定健 に と 本県に け 症 の

者 ９６ ４８２人で １７ ２ で 全 ２位 備 の 者 ６７ ８９８人

で １２ １ で 全 １３位とな い 者 た ２９ ３ で

県の３２ １ 県の２９ ６%に次いで全 ３位とな 糖尿病発症者

症者の が ことが  

 糖尿病受療 人口 10 対 の３ との 次 と ２３ ２ １１ に急 な

が ら こ 全 ２６ ２ １４ 全 １７５人 県１６４人 に い い  

 人 患者数の 次 でも ２２ ２ １ の５ １人から ２７ 

２ １５ の６５１人と い た 患者の 糖尿病 症に 者も２

１５人から３ ３人に など 症化が進んでい  

 糖尿病 症状がないことが 健 受 医療機 受 につなが に いことが と

ら 置 た 糖尿病 症 症などの糖尿病 症の症状で受 糖尿病と

も ことから 糖尿病の病 疾患との につい の い と 生

の 健 受け ことの につい からの 発が と い  

 

５ ２ ４ １ 糖尿病受療 人口10 対         ５ ２ ４ ２ 人口 患者数の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者 生         が の 療 の現況 日本 医  
 

 

現状と  

目 き 向  

 糖尿病患者の の 制 目 者等の に 健康 発症

に取 組  

 糖尿病患者の 症 症化 こと 目 糖尿病 医とかか つけ医の連携等 糖尿病

患者の な管理・ 療体制の整備  
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５ ２ ４ ３ 糖尿病の患者の状況等 

  宮城県 全    

者

・ 備  
29.3% 26.2% 

定健康 ・ 定 健 の 施状況に

27 2015 生

 

糖尿病の 患者数 

 人口  

62000  

（2.7%） 

3166000  

（2.5%） 

26 患者 生

人口 計 26 2014 10 1

日現在 統計 から  

１ 人 た 患者数 266.3  249.1  

26 患者 生

人口 計 26 2014 10 1

日現在 統計 から  

糖尿病に 間 者数 

全 に  

225  

（1.0 ） 

13480  

（1.0 ） 
28 人口 統計 生  

糖尿病に 整  

人口１ 対  

 4.5 

 1.8 

 5.5 

 2.5 

29 人口 統計 生

 

 

２ 医療提供体制の現状と  

１ 症化  
 症化 た に 期 な管理・ 療が で 健 い 疾患に 医療

機 受 き かけと 糖尿病の 期 につなが ことも ら 糖尿病の

期 進 ことが とな い  
 医療機 健 で糖尿病とい たことが も 療 ない い 中 た人が なから い

療中 に 血糖 が 化 ことが ら 医療機 に い 療の中

た に 糖尿病と た から患者に対 糖尿病の病 症に

分か た 生 など生 の の につい 期に 事

等 な療 受けら た の人 等体制整備が ら い  
 な 療とな ことから 患者 が 療の につい 体 に ことが 療の中

症化 にと も な とな  
 健 の 健 の 施 受 療中 在宅での 療支援など 健・ 健

産 健 医療 者等との な連携体制も糖尿病の良 な管理 症化 支  
 日本医 ・日本糖尿病対策 進 ・ 生 で 28 ２ １６ 4 に 糖尿病 症

症化 策定 機 が な受 ・ 健 施 全 人 へ

の 取組 進 い  
 

２ に 医療提供体制の  
 かか つけ医と 医との連携とともに 症化 支 歯科医 管理 な

どとの に 医療体制の が ら  
 歯周病 糖尿病の 症の つと ら 歯周病の 療 口 の の 施に 歯周病

管理 ことが とな  
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東 大 病院

県 中 病院

医療

東 災病院

病院

東 病院

生病院

科 病院

中 病院

東 医科 科大 病院

病院

東 医科 科大 病院

病院

病院

病院

病院

病院

病

病院

病院

大 民病院

民 病院

中 病院

病院

病院

 

５ ２ ４ ４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糖尿病の医療機能の現況 

医療機  

１ 糖尿病全 ２ 糖尿病の 血糖 難者 中等 の 症    

患者 者 中の患者 糖尿病 疾患に基 糖尿病など 糖

尿病 医が 療 の 病 に対 能な医療機  

急 療医療機  

糖尿病 血糖 救急対 糖尿

病患者に対 能な医療機  

県 健 29 2017 12

現在  
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５ ２ ４ ５ 糖尿病の 療 急 療 施 い 医療機  

圏域 医療機  療 急 療 

   院病中県 

 

東 大 病院 

東 災病院 

JCHO 病院 

東 病院 

生病院 

科 病院 

中 病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療  

東 医科 科大 病院 

 

 

 

 

病院 

東 医科 科大 病院 

 

 

 

 

JCHO 病院 

宮城 生 病院 

 

 

 

 

病  

病院 

病院 

 

 

 

 

 

 

病院 

宮城 生 病院 

病院 

 

 

 

 

 

 

大 ・  

大 民病院 

宮城 生 民 病院 

 

 

 

 

   院病中

・ ・  
   院病

   院病

 
 

５ ２ ４ ６ 糖尿病に 院 施 い 医療機 数 ２８  

次医療圏 

病院 療  

数  
院

日  

院 

の  

日

の  
数  

院

日  

院 

の  

日

の  

医療圏 10 1 2 0 97 0 0 2 

医療圏 74 12 13 4 946 1 2 15 

大 ・ 医療圏 25 4 6 3 153 0 2 2 

・ ・

医療圏 
22 4 6 0 186 0 0 3 

計 131 21 27 7 1382 1 4 22 

２８ 宮城県医療機能 県 健  数 の た医療機 数 
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１ 対策に 健 健 の に 発症  

 ２１健康 と連携 ・ 生 体 ・ た こ対策 に取 組 分 と

者等の に 健康 糖尿病の発症 に取 組  

 各医療 者が 定健 等での糖尿病の 備 病者の 期発 と な 健 の 施 受

等の対策 施 い に 人 などの支援 い  

 医療 者に い 健 の受 の状況 が 化 い 者の に 県に い

宮城県糖尿病対策 進 と連携 症化 のた の対策 支援  

 県民が健康 のた の生 の 等に取 組 い 整備 進 た

健民 と 医療 体 医療 者 機 等が連携 た全

への 目のない健康 の支援体制 整備  

 

２ 発症 期 安定期に け 療 に 症化・ 症 体制 

 県に い 宮城県糖尿病対策 進 等の の 宮城県 糖尿病 症 症化

策定 医療 者 医療機 と た各 機 が連携 受 健 等 施

体制整備 人 等 糖尿病 症 症化 の取組 進  

 糖尿病 医とかか つけ医の連携 かか つけ医に 糖尿病患者の な管理・ 療体制の

整備  

 に い 管理 の管理 状況 の 等 い 期に た

な 支援 ことで 向 医療機 に対 の

などに 連携 化 療の 症化 進  

 医科歯科連携に 口 の の 歯周病の 療に 糖尿病の 症化 進  

 

３ 療・急 療・ 症 療体制 

 に 医療 の などに 患者の 療 急

療・ 症 療医療機 との の連携 促進 ことに かに な 療が受けら

体制 目  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策の 向 
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５ ２ ４ ７  

糖尿病 等 急 症の 療の 施

糖尿病の医療体制

急 療

歯 歯周病に 感
染症 のた 歯科
医・歯科 生 に 口

の 施

口 疾患対策

血
糖

間の

糖尿病の 症の な
療の 施
・糖尿病 症
・糖尿病 症
・糖尿病神 害

等

糖尿病の 生 病の
良 な血糖に 血 ・ 質・ の 目 た 療
在宅療 中の患者に対 療等に 療

期・安定期 療

血糖 に対
標 のた の 院等 集

中 な 療の 施

療
症 療

血糖 の連携

院・ 院 連携

・ 療 連携

・
療 連携

健康 等 の
と糖尿病の 期発

 
 

 

  標 現  況 2023      

者

備 の 定 健 の

対 者の 20 対

 

17.52% 25  

定健康 ・ 定 健 の 施状況

に 27 2015

生 20 民基本

人口 から  

宮城県糖尿病療 数 

 
125  600  宮城県糖尿病療 定  

糖尿病 症に 間

患者数 
303  280 以  

が の 療 の現況 27

2015 日本 医  

 

 

１  につい  

１ 患者の １ ２ の 血糖 血糖 の 標と いら 糖尿

病の にも  

糖尿病 療に い 各 定 ・基準 ・目標  

血糖 の目標 患期間 症の状 体制等 に設定 ことが

いと い  

場

定 定

2016 2017 （日 ） ・ （ ）

%0.8%0.7%0.6

5.6% 5.9%

が 定

6.0% 6.4% 6.5%以上

6.0% 7.0%

が

8.0%

5.6%以上 6.5%以上

 

数 目標 
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第５節 精神疾患 

 

 

 

１ 宮城県の精神疾患とここ の健康の現状 

 精神疾患 統 症の か つ病 安 害 化の進 に 急 い 症等も んで

な症状が ら 疾患で た ら の でもがな 疾患で 民の４

人に１人が生 で つ病等の らかの精神 害 い と １ 県 でも の 生

の 化等から県 の精神科病院 精神科 療 に か 精神疾患患者数 い 疾

患 に と 分 感 害 つ病 が も 神 症 害 統 症が次いで

な い ２ ２ ８ と と神 症 害と んかんの患者数が い

 
 ・ に県 の受療 と とともに 向に が で ６ ６４

６５ ６９ の数 が な い  
 ２８ 民生 基 で と た人の 県で４８ ４ で 全

の４７ ７ い ４６ 県中１２ 目に い ２  
 

５ ２ ５ １                  ５ ２ ５ ２  

宮城県の精神疾患患者数の 次             宮城県の疾患 患者数 

 
２８ 宮城県精神 害者 院施設状況    患者 ２ ２３ ２６ 生

３
 

県 健                       

 

 

 

１ 生 科 ここ の健康につい の に 者 人 １８ ２ ６   

２ ２８ 民生 基 で 本県 施  

３ ２３ 患者 医療圏 医療圏 いた数 で  

目 き 向  

 精神 害者が 地域の と 安心 分ら い ら ことができ に 精神科医療機

の の医療機 地域援 事 者 健 などが連携 ことで 医療 害 ・

い など に 地域 の 目  

 統 症 つ病・ つ病 症 児 ・ 期精神疾患 症などの な精神疾患に対 た

患者本位の医療の 現が ら に 医療機 健 などの連携体制 整備  

現状と  

24,914 24,573 26,072 27,660 28,792 29,139 30,438

5,507 5,404 5,363 5,354 5,266 5,088 5,170

30,421 29,977 31,435 33,014 34,058 34,227 35,608

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

22 23 24 25 26 27 28

支援医療 精神 院 受 者数 院患者数 計

2

2

0

18

22

20

2

4

15

0 5 10 15 20 25

血管 の 症

に 精神 …

の の精神 質 に 精神 …

統 症 統 症 害 害

分 感 害 つ病

神 症 害 連 害 体 …

害 精神

の の精神 の 害

んかん

26 23 20 人
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５ ２ ５ ３ 宮城県の精神疾患患者の ・       ５ ２ ５ ４ 民生 基  

受療 １ 人対  

 

２８ 宮城県患者 県 健              28 民生 基 生  

 

２ 医療提供体制の現状と  

１ ・ 発の取組につい  
 ここ の健康 から の健康とともに ・ 進 い ことが 期に対 ことが

で か 精神疾患 症状が で とともに に いとい が 症状が い

に 精神科 受 症状が 症化 から 精神科病院 精神科 療 受 ことも

な ん 症化 と 期の 院が とな も のた

感 た本人 が 期に 受 ができ 体制 整備 ことが とな い  
 た 本人 周 の精神疾患に対 病 理 ことに 分

害への も と  
 健 精神 健 で 等に ここ の 精神疾患に

本人 者の に い か つ病 精神疾患に などの

発 い 健 精神 健 が ２７ ２ １５ に 施 た

・ 数 ３２ ８３５ 発のた の 等の 数 ３６７ 者数

３ ３７人とな い １ 
 健 精神 健 に け と 日日中の対 とな 日

間 日・日 日・ 日・ 県 に 間 医療 で対

い か 民間 機 に 等が い  

 

２ 院患者の地域 につい  
 精神疾患 全 の人にと な病 で 精神 害の にかか ら もが安心

分ら ら ことができ な地域 が で 院が 期化 ない な 院支援体制

の 院が 期に た 精神 害者の地域 進 ことが  
 県 で 精神病床の 病院 ３６病院 精神病床 病院 ４病院 病床数  

６ １５１床 の 精神科 標 病院・ 療 ９５ 心療 科 標 病院・ 療 精

神科標 ２２ とな い 人口１ 人 た の精神病床数 ２６５ ９で 全

２６３ ３ い ２ 

 

 

１ ２７ 地域 健・健康 進事 ２７ 生 生  

２ 宮城県病院 宮城県 療 県 健  ２９ ２ １７ １ １日現在 た 精神病床の 病院から

病院 い い の精神科 た 心療 科 標 病院・ 療 につい 施設 等の 療 等の医療機

い い 人口１ 対病床数 ２８ 医療施設 生  

23 

3 

4 

19 

62 

78 

101 

108 

159 

195 

252 

286 

364 

420 

347 

334 

355 

351 
511 

3 

26 

67 

80 

56 

108 

105 

121 

196 

204 

223 

321 

397 

391 

425 

484 

555 880 

0300600900

0

0 30 600 900

位 県
と

た

1 東 50.6

2 良 50.3

3 50.2

4 50.0

5 大 49.7

6 神 49.5

7 49.2

8 49.2

9 49.1

10 49.0

12 宮 城 48.4

- 全 47.7
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 ２６ ２ １４ の 院患者の 在院日数 ２７２ ３日で 全 ２９５ １日 な

い １ た 精神病床に け 院 の 院 と３ で６１ ６ で  

８ １２ で８８ で い も全 い ２ 

 精神科病院に 期間 院 い 患者が た地域で安心 生 い た に 精神疾患

精神 害に対 地域の理 促進 とともに 地域での受 とな 精神疾患にも対 た

等の いの の 宅 などの の いに い

地域で安心 療 受けら 精神科病院 精神科 療 の 在に 精神科

など患者の に た医療の が ら い 精神科病院 精神科 療 地域援

事 者 健 などの 者の人 などの連携体制の整備が とな

 

 地域 につい 害 施策に 基本 事 目標 定 第５期宮城県 害 計画

事 支援計画 第７期 者 との ことが ら い  

 

５ ２ ５ ５ 県 の精神科病院・精神科 療 数  

  

 

健  

管  

 

健  

管  

大  

健  

管  

 

健  

管  

 

健  

管  

 

健  

管  

 

健  

管  

計 

精神科病床 病院 16 3 7 4 1 2 1 2 36 

 病院 4 0 0 0 0 0 0 0 4 

精神科 標 病院

療  
5 1 1 2 1 1 0 1 12 

心療 科 標 病院

療  
2 0 2 1 0 0 0 1 6 

精神科 標 療  53 1 16 4 0 6 1 2 83 

心療 科 標 療

 
9 1 1 0 0 5 0 0 16 

* 宮城県病院 宮城県 療 県 健  ２９ ２ １７ １ １日現在 た 精神病床 病院から

に 病院 い い 精神科 心療 科 標 病院・ 療 につい 民が受 でき 医療機 ことと

施設 等の 療 等の医療機 い い  

 

３ 精神科救急医療体制につい  

 精神科救急医療体制につい 精神症状の急 な 化等に 急な医療 と のた 日  

 

 

日・ 日の日中 精神科救急医療 病院２６病院の １日２病院 日の日中 １日１病院が

病院と 間 ５ １ 宮城県 精神医療 が対 い

た 日の日中 ５ の 療 で 対 い   

 精神科救急 設置 日 ５ １ ・日・ 日 ９ １

精神科救急医療の な に な医療が提供 ・ 整の機能 担 い  

 た 精神医療 口 設置 日 ５ １ ・日・ 日 ９ １

本人 医療機 等からの 受け に 医 の 精神科医療の

な 等 い  

 現在の宮城県 精神医療 精神科救急医療 病院に 精神科救急医療体制 急な

医療 と が に 療 受けら ２４ 間３６５日体制の整備が とな い

 精神 健 精神 害者 に ２５ 第１２３ 精神 健 とい

に 置 院につい 置 のた の 定医の 院 の の が とな

い  
 

 

 

 

１ 26 患者 生  

２ 生 進 事 害者 策 事 (精神 害分 )精神科医療提供体制の機能 化 進 策  
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４ 体 症 療につい  

 体疾患 療の な精神疾患患者につい 精神病床 病院 ４病院 に い 体疾

患 療 科と精神科の連携に な 療が提供 い か の精神科病院に い

の 科医等 置 などに 対 い か ながら 対 でき 医療機 が 圏に 在

な医療機 での対 が 難な状況とな い 医療体制の整備と 精神病床

病院 地域の中 病院と精神科病院 精神科 療 との連携 進が ら い  

 

５ な精神疾患につい  

統 症 

 統 症 が な疾患で ことから の中 在宅での 療 のた に

健 の 健 が か に が い  

 患者数が い こと 地域 が進 ことに 在宅で 療 受け 機 が ことが

た 精神科病院 精神科 療 と 支援事 害

事 等とが に連携 復 支援 体制が とな  

 療 統 症 療 につい が進んでい で ２５ ３ の が

と が で 医療機 い い にとど い  

本県の 全 と も が進んでいない状況に １ に た への

対策と 血 科との連携が とな  

 

つ病・ つ病 

 つ病 精神疾患の も い疾患で 症との も ら か の

とな 健康 の つで ことから 期発 ・ 期 療につい 取 組 が  

 発症の 期 体症状等から ことが 精神科 の医療機 受 ことが いことから

な と状 に た医療の提供のた に 精神科 の医療機 での対 向 精神

科医療機 との連携が で  

 た 復期に 復 復 ・復 ・ 等 に向けた支援の提供のた に 機 の連携が

ら  

 

症 

 化の進 に 急 い 症の 期発 ・ 期対 のた 県で 症医療連携の

で 症 医の かか つけ医 と 歯科医

の 病院に 等 対 と た 症対 向 施 い  

 症の 医療の提供と地域連携体制の中 とな 医療機 と 症疾患医療 定

い ２９ ２ １７ ４ で１１ 県 定７ 定４  

 か ながら と 症に対 周 に ら た ないとい いから 医療機 への

受 い 症状が 現 から 療 での期間が な が 化 が

た 期発 ・ 期対 の体制 と 県民の 症への い理 が  

 た 在宅 施設など 症の人が ら 生 の で な医療と 受け た に 医療機

の連携 医療・ ・ の の連携が とな  
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児 ・ 期精神疾患 

 児 ・ 期の な 健 の 健 が受け が が 発 害 つ・統

症の 期 など かに医療につな が 事 も ら ことから 期に でき

体制 が で  

 精神 健 で 機 対 に 期 等に 支援 の向

た の 者の 対策の 施 い  

 ども が ども で きこも 等の心の

児 の 療の か 者への い  

 た きこも 者の支援につい 健 事 で きこも 施 い か きこも

地域支援 設置 機 と連携 ながら 本人 の に対 支援

施 い が 支援に向け 本人の 支援などにつな が  

 

発 害 

 発 害につい に発 害者支援 に い 本人・ への に対 か

者への い が 発 害の 療 医療機 が県 に な

が集中 た に でに 間 い  

 発 害の 療につい どの地域でも 定 準の医療 受けら た に 医の と医

の が とな  

 

症 

 震災 に 災 に い 連 への 者数が たことから 健 での

体制 等 施 い た 精神 健 で 患者

に 支援者の が い か

等のた の 施 い  

 等 症に対 でき 医療機 が に ないこと 取に 健康 害が 科

疾患から現 が いことから 医療機 の連携が とな た ・

な も大きいた 医療に らない ・ 機 との連携も とな  

 

次脳機能 害 

 東 医科 科大 病院 宮城県 支援 次脳機能 害支援 機 に 定

支援 等 い  

 次脳機能 害者が 医療機 から在宅へ た在宅から へと に でき に

た の支援体制 が とな  

 

害 

 害 病 理 期に医療につな た の体制 が で  

 害 療 医療機 県 に な た 害の患者 体 症 つことから

病院 科 小児科医などの連携に 療体制 ことが とな  

 県で ２７ ２ １５ から東 大 病院 害 療支援 と 定

害に ・ の 発 医療機 への ・ 支援 患者・ への 支援の

か 機 との地域連携支援体制の に向けた 整 き た  

 

んかん 

 んかん な医療機 に 医がいないこと 小児科 脳神 科 神 科など精神科 標

医療機 で 療 ことが 医療機 に 療の も な が  

 周 の病 への理 から 日 生 への支 が が た 病 への理

が  

 県で ２７ ２ １５ から東 大 病院 んかん 療 機 に 定 んかん

に の 発 患者 の 支援 療 医療機 への ・ 医療従事者等へ

の など き た  

第５編　第２章　第５節　精神疾患

113



 

６ 対策につい  

 県 の 者数 向に が 間４ 人 が な い 状況に

た １５ から３９ での で が も な い  

 の と つ病等のここ の な が ことから 医療機 の なら

人 機 等に い 発等に取 組んで

い に対策 進 た に 各 機 の連携 ことが で 精神 健

に 対策 進 設 に とともに 機

との連携 化等 い  

 救急医療機 と精神科との連携 救急医療機 と地域との連携 化 など 者の対策

者の 対策が とな  

 

７ 災害精神医療につい  

 県 で大 な 災害 事 大 災害等 とい が発生 た 県 で大 災

害等が発生 災害対策基本 ３６ 第２２３ の 定に基 が た に

災地に け 精神科医療 等の 整 精神 健 の支援等 た 宮城県災害 精神医

療 整本 設置 整本 災 の 集の か 宮城県災害 精神医療

宮城 １ とい の の 定等 い  

 宮城 宮城県災害 医療 医療救 などと連携 災 た精神科医療機 に対

支援 災に 精神 な た 民への などの い  

 県で と宮城 に 定 県と が で ことと い  

 宮城 の 発災 期に対 宮城 と 宮城県 精神医療

い  

 

８ 医療 に け 対 への医療につい  

 １７ ２ ５ ７ に 心神 等の状 で 大な 害 た者の医療 等に

が施 で 定 定 院医療機 県 に１２病院 ４ 療 ８

が  

な 定 院医療機 県 に ん  

 中心と 医療機 ・ 健 地域の 者に 院 に向け 本人が

分の体 に生 でき に 療 対 につい 支援 支援

い  

 

３ 東日本大震災とここ の健康 

 東日本大震災の から つ病 症等の精神疾患 ことが 念 い

 
 ２８ 民生 基 に と 安 つ症状 定 標で ６が 分・ 安 害

と １ の 県１ ７ とな 全 ９ ７% た ２５

２ １３ １１ ５ い が 震災 の 準 ２２ ２ １  

９ ４ に 復 い ん  
 県で 期 にここ の が で と ２３ ２ １１ １２ に 心の

設置 災者等に対 き かな支援体制 整備 きた か ２８ ２ １６ か

ら に どもの心の 事 どもから大人 での 目のない支援 い

た 精神科医療機 等に の 支援 が 健 精

神 健 に い などへの支援 とともに の が

に に 等 い 心の で

健 精神 健 等 機 とも連携 支援 施 い  

 

１ 災害 精神医療     の で  
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 災者が災害 宅に ３１ ２ １９ でに 県 全域に い 設

宅からの が 定 い が 復興状況に が生 の 化に ここ

の 等 連 の が ないことに 化に対 支援が

ら い た らに い 支援者の 支援が とな い  
 

 

 
 

１ 精神医療圏につい  

 精神疾患の医療圏 精神医療圏 次医療圏と 県 ４圏域と  

な 精神科救急医療圏域 全県１圏域と  

 

２ 医療連携体制につい  

 な精神疾患等 とに医療機 の 分担 に の連携 進  
 

精神疾患の医療機能の現況 
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５ ２ ５ ６ 機能 精神科医療機 30 2018 1 1 日現在  

精神病床 救急 病院 東 大 病院 医療
病院 東 医科 科大 病院 安 病院とな い

病院

病院

日療
取 病院

宮城県精神 健 病院

本病院

病院

ここ の ・

県 精神医療小 病院

中 病院
中 病院

こ

病院

東 大 ん ん

精神 健

東 医科 科大 病院

病院

病院

安 病院

病院

東 大 病院

東 病院

病院

医療

病院

ここ 病院

病院

い の 療

精神科救急医療 ・
精神科救急医療 病院 制
精神病床 病院

置 院が 能な病院
急 院が 能な病院

症疾患医療
児 ・ 期 病床 病院

病床 病院
次脳機能 害支援 病院

DPAT
害 療支援

んかん 療 機

 

 
県 健  
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どもから 者 で ら がここ の健康 発病から医療 受け 復 に で

本人と が安心 た生 医療 健 等の 機 が各 の のもと な連携

目のない な支援 た 次の施策 進  

 

１ 精神疾患の 期発 ・ 期 療に向けた ・ 発体制の ・ 化につい  

 ここ の健康 つ病等のここ の に 期に き に対 た に 健

精神 健 医療機 等の ら の 民に向けた精神疾患に

い の 発に  
 民が い 機 医療機 に 提供 とともに 健 精神

健 に け 本人 者への 体制 ・ 化 いき  

 者の対 の向 た に 支援に い な 担 い 地域の 者に対

事 た の 等 県 全域に い 支援体制の  

 者と の が でき ここ の に 機 医療機 等に 提供 に

け い 精神疾患 もがかか 病 で こと等 の 発 等に対

支援等 期に支援 療につなが 体制整備 進  

 

２ 地域 の 進につい  

 精神科病院に い 院患者ができ 期に 院でき 病状 た の支援 生 の

安定に な支援 い た ３ ２ １８ ３ に策定 た第５期宮城県 害 計

画と ながら 院促進の 機付けのた の の 機 間の

人 た 院 の生 に ・支援体制の整備 進 か 精神 害にも対

等の 院 の受け の整備 促進 ことで地域生 への 支援 精神 害

にも対 た地域 の 進  
 圏域 に精神科病院 精神科 療 害 事 健 等が地域の のた

連携の在 につい の 設け 支援体制の整備 か 健

健 健 の 等 害 とともに 精神科病院 精神科 療 に い

も 療 等 患者の状況に た医療が提供でき 進  
 精神 健 に 定 置 院患者につい 患者・ 中心と 精神科病院 精神科 療

健 の か 害 機 等と連携 院 の支援体制 化  
 

３ 精神科救急医療体制につい  

 精神科救急につい 精神科病院 精神科 療 救 救急 救急 定病院等と

健 等の地域の 機 との 分な連携・ のもとに 体制 分担 い

宮城県 精神医療 精神科救急医療 病院等に ２４ 間３６５日の医療体制 整備  
 精神科病院 療 が かか つけ医と 院の患者 からの医療 体制 精神科救急

等からの い に 間 日に対 でき 救急体制 進  
 

４ 体 症 療につい  

 精神科病院 精神科 療 と 医療機 の 者との 等 体 症 療 精神疾

患患者へ な医療が提供 医療体制の整備 進 た な地域で な 療が受

けら に地域 との医療連携 療 統 症の 療のた の 機 の連携  
 院 療の な精神疾患患者への 体疾患 療につい 精神病床 病院に け 医療の

提供 促進  

施策の 向 
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５ な精神疾患につい  

１ 統 症 
 病 の 期発 期 療につなが に 健 精神 健 に け 本人

者への 体制 ・ 化 いき  
 地域に い 療 に 健 などに の か の

中 が たときの 健 と精神科病院 精神科 療 との連携 害者 支援 に 支援事

害 事 などとの連携に 支援体制の整備 進  
 

２ つ病・ つ病 
 の医療機 に い 疾病への理 とともに 期に つ病の 能 の ができ な

期に 医療機 につなが 医療従事者 対 と つ病対 向 等  
 各 提供等 医療機 と精神科病院 精神科 療 との連携 進 か 復

等 復 のた とな 支援 提供 た に 機 との連携 進  
 

３ 症 
 症の 期発 と な対 の に向け かか つけ医 歯科医

の 病院で 等 対 と 対 向 医療現 全体での 症対

向 と 機 の連携 化  
 た 機 の連携 化に向け 地域の 症医療連携の で 症 医の

症の 地域連携の で 症疾患医療 の 定 施  
 に設置 症 期集中支援 が に に取 組 医療機

なかなか受 できない 症の人 者 ことで 期受 促進 県で

症 期集中支援 が に 施でき に た の 質の向 につい

の支援 い  
 

４ 児 ・ 期精神疾患 
 者 の が 期に い体制 とともに 期に医療につなが 体制

 
 た 難事 に対 でき に 期 等に の 事 に の質の

向 とともに 機 の連携 進  
 きこも 者の 支援につなが に 体制の とともに 支援 支援につ

なが 支援体制 い  

 

５ 発 害 
 医療 機 も い 宮城県発 害者支援地域 宮城県発 害者支援 連

に い 発 害児者の支援体制整備に向けた い  
 児から 人期 での た対 に向け 発 害者支援 の機能の 進  
 小児科医等のかか つけ医 対 と た 施 発 害につい の の  

 

６ 症 

 健康 害等の 症対策につい 県計画 策定 期に 支援につなが 体制

進  

 等 症 機 の 提供 精神科 科等の医療機 の連携 進 た

の医療機 に け 疾病への理 とともに 期に 症の 能 の ができ な

期に 医療機 につな ら に医療従事者 対 と 等 施  

 医療機 体 宮城県 ・AA １・ 等 など 症に 機 の連携

に 支援 進  

１ 症患者の で  の で  
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７ 次脳機能 害 

 次脳機能 害支援 機 で 東 医科 科大 病院と宮城県 支援

害者 支援 中心に 医療機 健 害 事 支

援 機 等との連携に 支援体制の とともに な地域 の整備 進  

 

８ 害 

 害 療支援 中心に 病 の い の 発 とともに 期に医療につな

が た の体制 進  

 療の難 い症 につい い 医 など医療機 の に とともに 体

症に対 た の 科 小児科との連携など 医療機 の連携 進  

 

９ んかん 

 んかん 療 機 中心に んかん患者に 期脳 施

精 の い に基 いた 療 提供 た 病 への理 た の 発と 体制の整備

進  

 地域の中 とな 医療機 中心に 医療機 の 医療 者の

い た 療の いき  

 

６ 対策につい  

 の 対策大 の 者対策 者の 対策などの に対

県の 対策計画 定 県 の 対策の な 進  

 

７ 災害精神医療につい  

 医療 者 対 と 施 DPAT につい の理 とともに DPAT の

進 など 宮城DPAT の 体制 整備  
 災地域の体制につい 心の 対策 などで とともに 連 の整備 進

 
 

８ 医療 に け 対 への医療につい  

 中心に 地域 に携 機 が で 院 の支援 い  
 

９ 東日本大震災に ここ の健康への支援につい  

 震災 のここ の につい 期 な取組が と ことから 心の に

い き き 健 精神 健 機 ・ 体と連携 災者等に対 支

援体制の た ここ の 担 支援者への 支援 施  
 震災に 精神症状 い 症状が 化 日 生 に支 きた い 精神疾患患者に対

精神科医療機 等の に 支援 い  
 震災 の たな地域精神 健 につい 健 精神 健 体等

とともに の の体制の在 につい いき  
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  標 目標 目  現  況 2020  2024     

精神病床に け 急 期 ３  

院 患者数  
1159  1177  1176  

県 院 計

 発 人 精

神・神 医療 精神

健 精神 健計画

 

現況 26 2014

 

精神病床に け 復期 ３  

１ 院 患者数  
843  884  909  

精神病床に け 期 １  

院 患者数 １ 
3153  2785  2152  

精神病床に け 期 院  

65 患者数 １ 
1913  1886  1563  

精神病床に け 期 院  

65 患者数 １ 
1241  899  589  

精神病床に け 院 患者 

数  
5155  4846  4237  

地域 に 基 整備  

者数 １ ２ 
 564  1286  

地域 に 基 整備 65  

者数 １ ２ 
 330  764  

地域 に 基 整備 65  

者数 １ ２ 
 234  522  

精神病床に け 院 ３か  

の 院 １ 
 61   69   

精神病床に け 院 ６か  

の 院 １ 
 80   84   

精神病床に け 院 １  

の 院 １ 
 88  91   

症 医 者 95  176   県 健  

*１につい 第５期宮城県 害 計画 ２につい 第７期 事 支援 計画との ことと い  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数 目標 
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精神 害にも対 た地域 につい  

 

精神病床に け 期 院患者の地域生 への 進 に た 精神科病院 地域援 事

者に けで が 体 中心と た地域精神 健医療 の 体 な取組の 進

に のない ら 人が 生でき な の 現に向けた

取組の 進が とな このた 精神 害者が地域の と 安心 分ら い ら

ことができ 精神 害にも対 た地域 の 進 い が

 

精神 害にも対 た地域 医療計画 けで な 害 計画の基本 理念

にも位置付けら い  
 

５ ２ ５ ７ 精神 害にも対 た地域 の の  

との 健・医療・ 者に の

害 健 圏域 との 健・医療・ 者に の 健

県 との 健・医療・ 者に の 県本 ・精神 健 ・発 害者支援

地域の け い

い

・ NPO等

な 口

医療

医療

性 性

院・ 院

害 ・

・

圏

圏

圏

圏

圏

生  
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